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衆
議
院
議
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ラ
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い
て
の
規
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改
革
推
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議
の
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に
関
す
る
質
問
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対
し
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別
紙
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す
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
神
津
た
け
し
君
提
出
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
議
論
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

規
制
改
革
推
進
会
議
の
専
門
委
員
に
つ
い
て
は
、
規
制
改
革
推
進
会
議
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
三
百
三
号
）
第
二
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
会
議
に
お
い
て
調
査
す
べ
き
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
か
ら
内
閣
総
理
大

臣
が
任
命
し
て
お
り
、
同
会
議
の
下
に
設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
属
す
べ
き
専
門
委
員
に
つ
い
て
は
、
規
制

改
革
推
進
会
議
運
営
規
則
（
平
成
二
十
八
年
九
月
十
二
日
規
制
改
革
推
進
会
議
議
長
制
定
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
会
議
の
議
長
が
指
名
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
個
別
の
人
事
に
関
す
る
検
討
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
公
正
か
つ
円
滑
な
人
事
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
た
議
論
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。 



 

２ 

 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
規
制
改
革
推
進
に
関
す
る
中
間
答
申
」
（
令
和
五
年

十
二
月
二
十
六
日
規
制
改
革
推
進
会
議
決
定
。
以
下
「
中
間
答
申
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
道
路
運
送
法
第
七
十
八
条

第
二
号
に
よ
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
「
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
け
る
協
議
を
迅
速
化
及
び
円

滑
化
す
る
た
め
、
地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
議
論
を
始
め
て
か
ら
、
相
当
の
期
間
を
要
し

て
も
な
お
結
論
へ
の
道
筋
に
至
ら
な
い
場
合
に
は
、
首
長
の
責
任
に
よ
り
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
道
路
運
送
法

第
七
十
九
条
の
四
第
五
号
に
い
う
「
協
議
が
調
つ
」
た
も
の
と
取
り
扱
い
得
る
旨
を
、
「
地
域
公
共
交
通
会
議
に
関
す
る
国

土
交
通
省
と
し
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
八
年
九
月
十
五
日
国
自
旅
第
百
六
十
一
号
。
以
下
「
地
域
公
共
交
通
会

議
に
係
る
通
知
」
と
い
う
。
）
に
追
記
、
及
び
、
こ
れ
ら
を
標
準
と
す
る
地
域
公
共
交
通
会
議
に
係
る
通
知
に
お
け
る
モ
デ

ル
要
綱
を
見
直
す
な
ど
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。
「
相
当
の
期
間
」
に
つ
い
て
は
、
二
か
月
程
度
を
念
頭
に
、
年
度
内
に

地
域
公
共
交
通
会
議
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い
、
具
体
的
な
期
間
を
決
定
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
地

域
産
業
活
性
化
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
更
な
る
詳
細
に

つ
い
て
、
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。 



 

３ 

 

四
及
び
八
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
間
答
申
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
「
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
者
と
の
契
約
関
係
に
つ
い
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
相
当
数
は
諸
外
国
と
同
様
に
、
副
業
・
兼
業
と
し
て
の
就

労
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
必
要
な
ド
ラ
イ
バ
ー
数
を
確
保
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

雇
用
に
限
ら
ず
、
業
務
委
託
を
含
め
、
個
人
が
「
好
き
な
時
に
好
き
な
だ
け
」
働
け
る
制
度
設
計
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
際
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
踏
ま
え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
ま
た
、
各
国
の
状
況
は
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
の
実
装
を
含
む
旅
客
輸
送
の
長
期
的
な
展
望
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な

い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 



 

４ 

 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
間
答
申
に
お
い
て
、
「
自
由
度
の
高
い
料
金
規
制
」

に
関
し
、
「
必
要
に
応
じ
て
現
行
ハ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
料
金
規
制
の
緩
和
を
行
い
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
ハ
イ
ヤ
ー
と
の
イ
コ

ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
確
保
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
。 


